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研究成果の概要： 
本研究課題の研究の過程で，写像の共形性を調べる必要があり, その研究を進めた. リー

マン多様体 (M, g) からリーマン多様体 (N, h) へのなめらかな写像 f に対して, テンソ

ル T_f = f^*h – 1/m |df|^2 g のノルムの二乗の積分で定義される汎関数を調べた. ここ

で, f^*h は f による pull-back metric で, m はリーマン多様体 (M, g) の次元である. 
第 1変分公式，第 2変分公式，monotonicity formula タイプの評価式 (この場合，monotone 
non-decreasing にはならない)，Bochner formula タイプの評価式などが得られた. 現在

も，研究を進めている. 
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１．研究開始当初の背景 
 

Harmonic maps は幾何学的な応用も含

めて，多くの研究がなされている分野であ

る．実際，harmonic maps の研究ととも

に，その結果を用いて，多様体の構造や剛

性 (rigidity) などが調べられてきた．共形

幾何構造という観点から見ると，一般に，

harmonic maps が共形不変性をもつのは 
source manifold の次元 n が 2 の場合の
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みである． 次元 n が一般次元のとき，共

形不変性をもつのは，harmonic maps で
なく，n-harmonic maps という概念であ

る．これが本研究の動機である． 
 
２．研究の目的 
 
上記の背景のもとで，n-harmonic maps 

を用いて，多様体の共形幾何構造を調べる

ことを目的とした．そのために，共形幾何

構造の研究を念頭においた  n-harmonic 
maps，さらには，一般の  p-harmonic 
maps の研究を行うことが本研究の目的で

ある．  
 
３．研究の方法 
 
これまでの p-harmonic mapsの研究は，

主に解析学的な結果を目的とした解析学的

観点からの解析的手法である．本研究は，

幾何学的不変量との関連を研究することを

目的として，幾何学的観点から解析的手法

を用いた． 
 
４．研究成果 
 

本研究課題の研究の過程で，写像の共形

性を調べる必要があり, その研究を進めた. 
リーマン多様体 (M, g) から (N, h) への

なめらかな写像  f に対して , テンソル 
T_f = f^*h – 1/m |df|^2 g のノルムの二

乗の積分で定義される汎関数を調べた. こ
こで, f^*h は f による pull-back metric 
で, m はリーマン多様体 (M, g) の次元で

ある. 第 1 変分公式，第 2 変分公式，

monotonicity formula タイプの評価式 
(この場合，monotone increasing にはなら

ない)，Bochner formula タイプの評価式

などが得られた. 現在も，研究を進めてい

る.  
分担者高桑は，n 次元 Riemann 多様体 

M か ら Riemann 多 様 体  N へ の 
p-harmonic maps の列は，p-energy が一

様有界でも収束列をもたないが，障害とし

て現れる  (n－p) 次元の部分集合  S が 
rectifiable 集合（高々可算個の C^1 級の

部分多様体の和として表せる）であること

を示し，さらに defect measure と呼ばれ

る S 上の Radon 測度が (n－p) 次元の 
Hausdorff 測度と rectifiable 集合を用い

て具体的に記述できることを示した．この

結果の応用として p-harmonic maps の 1
階微分の評価を得た．p--energy 密度を用

いて定義されるポテンシャルが一様有界で

あるような p-harmonic maps の 1 階微分

はポテンシャルの上限を用いて評価できる

ことを示した．さらに，ユークリッド空間

上 の  p-harmonic maps に 対 す る 
Liouville の定理を証明した． 
分担者内藤は，グラスマン幾何的曲面論

の観点からの研究を行い，６種類ある全て

の３次元ユニモジュラーリー群ごとに，グ

ラスマン幾何的曲面論の部分多様体論を展

開，決定し，性質を明らかにした． 

 分担者小宮は，Ｇ多様体の cut and paste
同値について考察し，とくにＧが位数２の

巡回群の場合に，与えられたＧ多様体が２

つのＧ多様体の積と cut and paste 同値に

なるための必要十分条件を得た．さらに，

孤立不動点をもつＧ多様体について考察し，

多様体の次元が奇数ならば，孤立不動点の

個数は偶数であること，および２つの孤立

不動点の周りのＧ表現は同型であるという

結果を得た． 

最後になりましたが，３年間の研究期間

において，本研究課題の遂行をサポートし

ていただいた研究分担者の方々にお礼申し

上げます．また，本研究に補助金を交付し

ていただいた文部科学省および日本学術振
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